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もとよりもっと 新・輪島

輪島市復興まちづくり計画 基本構想（案）

（１）輪島市復興まちづくり計画策定の趣旨

Ⅰ 復興まちづくり計画の基本的な考え方

 復興まちづくり計画は、令和６年１月１日に発生した令和６年能登半島地震（以下、
「震災」と言う。）により、甚大な被害を受けた輪島市（以下、「本市」と言う。）の
復旧・復興の実現に向けた基本理念を示すとともに、本市の一刻も早い復興の達成を
目指し、今後の取り組むべき施策を体系的に定めた復興の指針として策定するものです。

 これまでに第２次輪島市総合計画に基づいて進められてきた、ずっと住んでいたいと
思える「まち」を「復興まちづくり計画」において踏襲しつつ、
新しい視点も取り入れた創造的復興を達成するためのまちづくりを目指します。

（２）計画の対象区域

 この度の震災では、被害が市内全域に及んでいることから、
市全体を復興まちづくり計画の対象とします。
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 計画の期間は、令和7年４月から令和17年３月までの概ね10年間とし、下記の3つの

ステップを設定することにより、段階的な創造的復興を目指します。

 復興の基盤を構築する「復旧期」

 震災の影響により低下した本市の機能を回復させ、未来への足がかりをつくる「再生期」

 新たなまちづくりが進み、将来の発展に向かって戦略的に取り組みを推進していく「創造期」

（３）計画の期間

（４）計画の位置付け・役割

 「復興まちづくり計画」は、被災に伴い必要となった復興への考え方を示す役割を担います。

 「復興計画」は「第２次総合計画」を踏襲するとともに、本計画を重ね合わせたものとします。

 「第2次総合計画」の計画期間が令和８年度までとなっているため、「復興計画」をベースに、

令和７年度以降「第３次総合計画」の策定に取り組みます。

第２次輪島市総合計画

再生期 創造期

第３次輪島市総合計画（令和9～18年度）

復興まちづくり計画（令和7～16年度）

復旧期 創造的復興
の達成
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令和６年元日に本市を襲った「令和６年能登半島地震」は、市全域に未曾有の壊滅的な被害をもたらしました。

この状況を克服するべく、これから復興に向けた新たな挑戦、「創造的復興」が始まります。

この創造的復興では、輪島塗、観光、農林漁業などの産業や、これまで培ってきた伝統や文化、景観など地域の財産を
後世に継承するとともに、これまでにできなかった新しい取組にも積極的に挑戦していきます。

震災をきっかけにこれまで以上に魅力的で、安心して暮らせるまちをどのように創っていくのかについて、
多様な選択肢を示しつつ市民の皆様の声をしっかり聞いて、計画に反映していくことが最も大切なことです。

発災以降、市民の皆様には様々な場面で様々な思いを語っていただいております。これら個々の思いに耳を傾けながら、
１０年、２０年先の未来を見据え、市民の皆様と共に、復興に向けてチャレンジしていきます。

私達は、この震災をきっかけに、震災前よりもっと魅力的で、安心して暮らせる輪島市を創りあげることを宣言します。

長く険しい道のりになりますが、輪島市民が一丸となって「もとよりもっと 新・輪島」を成し遂げましょう。

（５）復興に向けての基本理念（スローガン）

震災復興を達成するため、基本理念のもとに以下の目標（３本の柱）を定めます。

（６）目標（３本の柱）
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１ 被災者の生活再建 ２ 地域を支える生業の再興 3 新たなまちへの再生

『もとよりもっと 新・輪島』 ～ みんなでつくる復興まちづくり(仮)～
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（１）復興まちづくりの課題
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被災状況

市民意見

＜見えてきた主な課題＞

○住まいの困窮や日常生活の変化

○生活拠点の変化による地域コミュニティの低下

○子育て環境の低下や若年人口流出の加速化

○観光資源の被災や観光入込客数の減少

○農林水産業関連施設の被災

○事業環境の低下や雇用の喪失

○火災や家屋の解体による都市機能の低下

○孤立集落の発生や避難生活の長期化

○過疎地域における想定外の大災害への対応力

わじま未来トークでの意見

現時点における被災状況

＜これまで実施した調査など＞

区長会長へのヒアリング

各団体の意見

住民アンケート結果

●被災者の生活再建に向けた視点
●地域を支える生業の再興に向けた視点
●新たなまちへの再生に向けた視点

Ⅱ 輪島市の復興まちづくりの課題と取組（骨子）
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（２）復興まちづくりの取組（骨子）
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２ 地域を支える
生業の再興

３ 新たなまちへ
の再生

2-1 地域の伝統文化や自然景観など観光資源の復元

3-1 都市の将来像を念頭に置いた市街地の再生

3-2 地域の自立と持続可能性を支えるまちづくりの推進

2-3 持続可能な地域経済の再生

3-3 防災力の向上と次世代への継承

１ 被災者の生活
再建

1-1 被災者に寄り添った生活支援と住まいの再建

1-2 日常生活を支える地域コミュニティの再生

1-3 子ども・若者に向けた支援

2-2 農林水産業（里山里海）の再生


